
平
成
か
ら
令
和
へ
改
元
と

い
っ
て
も
昨
日
ま
で
と
何
一
つ
変
わ
ら
な

い
日
常
な
の
に
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

に
不
思
議
な
と
き
め
き
を
覚
え
ま
す
。

思
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
で
取
材
中
に
難
病

に
見
舞
わ
れ
、
25
年
ぶ
り
に
長
野
へ
還
っ

た
の
は
昭
和
が
終
り
に
近
づ
き
平
成
が
始

ま
ろ
う
と
す
る
頃
で
し
た
。
先
行
き
の
見

え
な
い
不
安
い
っ
ぱ
い
の
帰
郷
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
私
の
生
き
方
を
決
定
づ
け
た
の

は
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
誕
生
し

た
長
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー(

以

下
ボ
ラ
セ
ン)

と
の
関
わ
り
で
す
。
冨
永

房
枝
さ
ん
の
詩
と
の
出
会
い
、
詩
集｢

女

の
子
の
と
き｣

の
発
刊
か
ら｢

風
の
オ
ー
ラ｣

の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ブ(

音
、
映
像
、

詩
な
ど
が
合
わ
さ
っ
た
ラ
イ
ブ)

活
動
へ
。

ボ
ラ
セ
ン
に
集
う
仲
間
た
ち
と
の
刺
激
と

感
動
に
満
ち
た
日
々
は
、
私
に
と
っ
て
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
始
ま
っ
た｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
文
化
祭｣

は
平
成
13
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
へ
と
続
き
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
あ
の
頃
の
ボ
ラ
セ
ン
は
、
市
民
と

ス
タ
ッ
フ
が
対
等
に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
新

た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
、
熱
い
思

い
を
全
国
に
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
的
な
存
在
で
し
た
。
そ
の
推
進
力
と
な
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
役
割
も

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
平
成
10
年
の

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
と
き
は
、｢

ア
ー
ト
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
長
野｣

の
活
動
拠
点
と
な
り
国
際
的
に

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
阪
神
淡
路

大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
の
折
に
は
、
一

早
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
多
様
な
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
ボ
ラ
セ
ン
と
市

民
の
協
働
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
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開
か
れ
た
市
民
活
動
の
拠
点

内
山
二
郎
さ
ん

▲2011年災害ボランティア委員会

後編見事に咲き誇る梅の花のように、一人一人が明日への希

望とともにそれぞれの花を大きく咲かせることができる、

そうした日本でありたいとの願いが込められた ｢令和｣。

5月号に続き、ボランティア活動をしている

みなさんに想いを聞いてみました。












